
第５期中期経営計画の期間延長について

１．期間延長の内容

◆中期経営計画の期間を下記の通り変更する

変更前：令和２年度から令和４年度

変更後：令和２年度から令和５年度

２．延長の理由

◆東京港の継続的な発展のためには、今後も

都と会社が緊密に連携して事業を推進する

必要がある

◆都では、令和５年度中に第９次改訂港湾計

画の策定を予定している

◆都の計画改定の趣旨を反映し、一層の連携

強化を図るため、次期中期経営計画の始期

を令和６年度にするとともに、現計画の期

間を１年間延長する

３．期間延長に伴う財務に関する計画の補足

◆引き続き安定的な財務状況を維持

・損益計算書 単位：百万円

・貸借対照表 単位：億円

損益計算書 令和５年度（2023年度）

営業収益 18,297

営業費用 16,946

営業利益 1,351

営業外収益 87

営業外費用 52

経常利益 1,387

特別利益 0

特別損失 0

税引前当期純利益 1,387

当期純利益 913

賃借対照表 令和5年度（2023年度）

総資本（うち借入金残高） 973(272)

純資産 645

自己資本比率 66.3％



～港力（ミナトヂカラ）の更なる飛躍に向けて～

第5期中期経営計画
（令和2年度～4年度）



経営理念

私たちは、東京港が、首都圏四千万人の生活を支える物流基地とし

て発展するだけでなく、港湾機能と都市機能が有機的に結合した魅力

ある「都市型総合港湾・東京港」として飛躍していくことを目指し、

港湾管理者等と協力して、物流における技術革新や取扱貨物の増大へ

の的確な対応と、効率的かつ持続可能で安定的な質の高いサービスの

実現に向け、たゆまぬ努力をし、大都市東京の発展に寄与してまいり

ます。

また、日本国内だけでなく世界各国から来訪するお客様が港の景観

や水・緑に親しみながら快適に憩うことのできる都市空間として東京

港がさらに発展・成熟するよう、利用者サービスの向上に努めてまい

ります。
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取引貨物の
増大への
対応

物流に
おける
技術革新

質の高い
サービスの

実現

魅力ある「都市型総合港湾・東京港」への飛躍

首都圏の物流基地としての発展

国内外からの来訪者が憩う都市空間のサービスの向上

経営計画の体系

東京港埠頭株式会社は、東京港が、首都圏の物流基地としてだけでなく、

多くの人々に親しまれ憩いのある水辺の都市空間として発展し、

世界に誇る「都市型総合港湾・東京港」へと飛躍していくことを目指して、

全力を尽くします。



経営ビジョン ６つの経営ビジョン

私たちは、変動する物流需要への対応や国内外

からの来訪者の呼び込みのため、物流や観光な

どの動向に大きな影響を及ぼす各国の社会経済

や政策の把握・分析を積極的に行うとともに、

東京港の多彩な魅力を演出・発信し、柔軟な発

想とチャレンジ精神、そしてスピード感を持っ

た行動により、東京港の発展に寄与します。

私たちは、都民やお客様に信頼され続け、満足

と快適さを感じていただくために、常にお客様

の声を積極的に汲み取り、プロ意識を持って迅

速かつ丁寧に現場で対応し、持続可能で安定的

なお客様ニーズに即したサービスを提供します。

私たちは、防災意識・機能を高め、環境への取

組を推進することにより「安全かつ環境にやさ

しい東京港」の実現を目指すとともに、多くの

お客様が安心して港の景観や水・緑に親しみ憩

うことのできる東京港の創出に貢献します。

私たちは、関係する法令・例規やその精神、

社会のルールを守り、公正な事業活動を推進

するとともに、経営や事業に関する情報を積

極的に公開するなど透明性を保ち、広く社会

とのコミュニケーションを図り、コンプライ

アンスの強化に努めます。

私たちは、コストパフォーマンスの向上を徹底

させ、経営資源を効率的に活用することにより

健全経営を行うとともに、外貿埠頭事業を軸と

しながら、新たな港湾関連事業に積極的に取り

組み、常に成長していく企業を目指します。

私たちは、港湾機能と都市機能が有機的に結合

した「都市型総合港湾・東京港」の魅力を広く

発信していくため、高い専門性を持つプロフェ

ッショナルを育成し、お客様の期待に確実かつ

迅速に応え、誇りと責任感を持って職務を遂行

する活力ある組織運営の実現を目指します。
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物流動向への対応と
東京港の魅力発信

お客様ニーズに即した
サービスの提供

安全・安心な東京港の
実現

コンプライアンスの
強化

コストパフォーマンス
の向上

活力ある組織運営
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当社を取り巻く環境

4

外部環境

人口動向と就労

• 東京の人口増（2030年頃まで）と
国内の少子高齢化による人口減

• 働き方改革の進展

東京都・臨海エリア
• 東京2020大会の開催に伴う臨海部の

注目度向上
• 東京都による「未来の東京」戦略ビ

ジョンの策定
• PFI手法の導入など指定管理者制度

の変化

災害・危機

• 大規模自然災害の発生リスクの増加
• 情報セキュリティ技術の向上とサイ

バー犯罪、テロ発生リスクの高まり

環境配慮

環境問題に対する取組の必要性

経済動向

アジア経済発展の期待と欧米・中国
経済停滞の懸念

海運動向

• 海運アライアンスの再編や船舶の
大型化の進展と更なる寄港地絞り
込みの懸念

• 外貿コンテナ埠頭貨物取扱量の増
加

インフラ等
• 首都圏における道路ネットワークの

充実
• 環境（道路交通面、費用面等）の変化

に伴う東京港優位性の相対的な変動
• 埠頭周辺の交通混雑の発生

技術開発

先端技術（ICT,AI,IoT等）の発達

内部環境

管理運営

所管施設（港湾施設など）の
老朽化の進行

組織運営

社員の高齢化と技術・ノウハウ
継承の必要性の高まり

広報

情報通信技術の発達と広報強化
の必要性の高まり

社
会
情
勢

物
流
関
係



経営ビジョン実現に向けて

三つの取組内容を策定

5

臨海エリアを発展させる取組物流機能を向上させる取組 取組を支える組織づくり

当社を取り巻く環境経営ビジョン

経営ビジョン実現のため、当社を取り巻く環境を踏まえ取組内容を策定



経営ビジョン実現のための取組

1 物流動向への対応と東京港の魅力発信

顧客ニーズの把握や物流動向を踏まえたサービス
の展開
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交通混雑対策をはじめ円滑な港湾物流機能の確保

・東京2020大会に向けた取組

・ゲート前混雑の平準化に向けた取組

・ ICT等を活用した新たな施策の展開

コンテナ埠頭における大型船対応への取組

既存コンテナターミナルの機能強化に向けた再編整備推進

中央防波堤外側コンテナターミナルの整備推進

長期維持修繕・更新計画（※）等に基づく予防保全型維持
管理による施設の健全性の確保

環境にやさしい省エネ設備の積極的な導入

先端技術（ICT・AI・IoT等）を活用した新たな取組の研究

※当社が定めている港湾施設を修繕・更新する長期的な計画

ホームページやSNS、デジタルサイネージ等による情報発
信の充実・強化

東京港の機能や魅力を港湾利用者や都民等に広める取組

（１）世界経済の動向や海運アライアンスの再編
など物流に関する状況変化を把握・分析し、
施策を展開

（２）埠頭周辺の交通混雑をはじめ、物流を取り
巻く重要課題に対し、柔軟な発想・チャレ
ンジ精神・スピード感を持って行動

重 点

（３）物流動向に対応した港湾施設の健全性確保
と機能更新・向上

（４）当社の取組内容や東京港の魅力を様々な媒
体により積極的に発信

重 点

紫 物流機能を向上させる取組
黄 臨海エリアを発展させる取組
黄緑 取組を支える組織づくり



経営ビジョン実現のための取組

2 お客様ニーズに即したサービスの提供
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一層のサービス向上のためにお客様の声を的確に
反映させる取組

賑わい創出に向けた水辺と緑を生かした魅力ある
イベントの展開

「維持管理ガイドライン」（※）に基づく管理の実施

東京２０２０大会への対応及びレガシーの継承に関する
取組の実施

【再掲】既存コンテナターミナルの機能強化に向けた再編
整備推進

【再掲】中央防波堤外側コンテナターミナルの整備推進

【再掲】交通混雑対策をはじめ円滑な港湾物流機能
の確保

※当社が定めている公園施設の安全性・機能性・管理性を
維持・向上するための維持管理マニュアル

公共コンテナ岸壁の適正な管理運営の実施

関係機関と連携強化し、初入港式典などの港湾振興事業を
推進

（１）東京2020大会開催等により、臨海部が注目
される中、都民や来訪者が求めるニーズを
適切に汲み取り、サービスを提供

重 点

（２）埠頭事業・港湾関連事業では、お客様から
信頼を得るため、これまでの実績・ノウハウ
を生かし、持続可能で安定的なサービスを提
供

重 点

フェリーターミナル等の適切な管理運営の推進

建設発生土事業・港内清掃事業・浅場維持管理事業等の
着実な実施

紫 物流機能を向上させる取組
黄 臨海エリアを発展させる取組
黄緑 取組を支える組織づくり

野鳥公園フェスティバル 臨海副都心チューリップフェスティバル

重 点



経営ビジョン実現のための取組

3 安 全 ・ 安 心 な 東 京 港 の 実 現
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社会情勢を踏まえた内部監査や的確なコンプライアンス研
修等の実施

情報セキュリティに関する最新情勢を踏まえた技術的強化
対策や研修、内部監査等の実施

（１）所管する港湾施設を適切に維持管理すると
ともに、環境に配慮した取組を実施

（２）大規模自然災害など、当社を取り巻くリス
クに対する対応力を強化

（１）ガバナンス・情報セキュリティ強化や働き
方改革の流れも踏まえつつ、法令を遵守し、
社会から信頼される強固な社内体制を構築

4 コ ン プ ラ イ ア ン ス の 強 化

耐震強化岸壁整備等の促進による防災機能の強化

防災対応や全社員のAED講習受講等による災害
発生時の体制強化

アクションマニュアル（※）等に基づく事業実施や訓練
実施等による対応策のバージョンアップ

※当社が定めている災害時対応マニュアル

【再掲】長期維持修繕・更新計画等に基づく予防保全型維
持管理による施設の健全性の確保

【再掲】環境にやさしい省エネ設備の積極的な導入

ゼロエミッション東京に寄与する温室効果ガス削減に向け
た取組

紫 物流機能を向上させる取組
黄 臨海エリアを発展させる取組
黄緑 取組を支える組織づくり

避難訓練 桟橋下部打診検査

重 点



経営ビジョン実現のための取組

5 コ ス ト パ フ ォ ー マ ン ス の 向 上
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指定管理者事業の着実な実施による信頼の獲得

東京国際クルーズターミナル等の効率的な管理運営の
実施

次期指定管理事業の獲得に向けた準備

中長期的な人財確保・育成計画の策定・実施

プロ人財の育成・強化を目的とした社外派遣研修等の実施

グローバル人財育成に向けた語学研修等の実施

クラウドシステムの活用によるテレワークの導入・展開

（１）新たな事業にも積極的に取り組むとともに、
全ての事業において、経営資源を効率的に
活用し、健全経営を持続

（１）労働人口が減少する一方で、社員の退職が
見込まれる中、働き手から魅力ある組織とな
るように、社員の技術・ノウハウを確実に継
承し、人財確保・育成を強化

重 点

6 活 力 あ る 組 織 運 営

紫 物流機能を向上させる取組
黄 臨海エリアを発展させる取組
黄緑 取組を支える組織づくり

東京国際クルーズターミナル 語学研修
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取組内容のまとめ１

物流機能を向上させる取組

コンテナ埠頭における大型船対応への取組

既存コンテナターミナルの機能強化に向けた再編整備推進

中央防波堤外側コンテナターミナルの整備推進

環境にやさしい省エネ設備の積極的な導入

先端技術（ICT・AI・IoT等）を活用した新たな取組の研究

ゼロエミッション東京に寄与する温室効果ガス削減に向けた取組

公共コンテナ岸壁の適正な管理運営の実施

耐震強化岸壁整備等の促進による防災機能の強化

顧客ニーズの把握や物流動向を踏まえたサービスの展開 重 点

交通混雑対策をはじめ円滑な港湾物流機能の確保 重 点

長期維持修繕・更新計画計画等に基づく予防保全型維持管理による
施設の健全性の確保
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取組内容のまとめ２

臨海エリアを発展させる取組

「維持管理ガイドライン」に基づく管理の実施

東京２０２０大会への対応及びレガシーの継承に関する取組の実施

関係機関と連携強化し、初入港式典などの港湾振興事業を推進

フェリーターミナル等の適切な管理運営の推進

建設発生土事業・港内清掃事業・浅場維持管理事業等の着実な実施

指定管理者事業の着実な実施による信頼の獲得

東京国際クルーズターミナル等の効率的な管理運営の実施

次期指定管理事業の獲得に向けた準備

ホームページやSNS、デジタルサイネージ等による情報発信の充実・強化

重 点一層のサービス向上のためにお客様の声を的確に反映させる取組

賑わい創出に向けた水辺と緑を生かした魅力あるイベントの展開 重 点
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取組内容のまとめ３

取組を支える組織づくり

アクションマニュアル等に基づく事業実施や、訓練実施等による
対応策のバージョンアップ

社会情勢を踏まえた内部監査や的確なコンプライアンス研修等の実施

情報セキュリティに関する最新情勢を踏まえた技術的強化対策や研修、
内部監査等の実施

中長期的な人財確保・育成計画の策定・実施

プロ人財の育成・強化を目的とした社外派遣研修等の実施

グローバル人財育成に向けた語学研修等の実施

クラウドシステムの活用によるテレワークの導入・展開

東京港の機能や魅力を港湾利用者や都民等に広める取組

重 点防災対応や全社員のAED講習受講等による災害発生時の体制強化

重 点



財務に関する計画

第５期中期経営計画では、中央防波堤外側外貿コンテナ埠頭の新規整備や既存埠頭の再編、コンテナ船の大型化対応等、
大規模投資が必要になりますが、これまで確保してきた資金等の有効活用や財政負担の少ない資金調達の検討、東京都と
連携した効率的な経営を行うことにより、着実に事業を推進していきます。

損益計算書 令和2年度（2020年度） 令和3年度（2021年度） 令和4年度（2022年度）

営業収益 18,407 19,218 19,314

営業費用 15,998 17,063 16,929

営業利益 2,409 2,155 2,385

営業外収益 108 88 88

営業外費用 82 129 172

経常利益 2,436 2,114 2,301

特別利益 0 0 0

特別損失 0 0 0

税引前当期純利益 2,436 2,114 2,301

当期純利益 1,666 1,447 1,574

貸借対照表 令和2年度（2020年度） 令和3年度（2021年度） 令和4年度（2022年度）

総資産（うち借入金残高） 1,049(359) 1,116(382) 1,175(425)

純資産 610 654 670

自己資本比率 58.1% 58.6% 57.0％

単位：百万円

単位：億円
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Ａｏｍｉ Ｆｒｏｎｔｉｅｒ Ｂｌｄｇ. 10Ｆ

2‐4‐24 Ａｏｍｉ，Ｋｏｔｏ-ｋｕ，Ｔｏｋｙｏ 135-0064

Ｐｈｏｎｅ：03（3599）7303

Ｗｅｂｓｉｔｅ：http://www.tptc.co.jp/

公式キャラクター「ポータ郎さん」

〒135-0064 東京都江東区青海二丁目4番24号

青海フロンティアビル10階

03‐3599‐7303（代表）

http://www.tptc.co.jp/

ガントリークレーンがキリンに例えられることから、可愛らしく擬人化して子供たち
を中心に末永く親しまれるよう願いを込めています。
また、社名を名前に入れて呼びやすい名称としました。

＜ポータ郎さん プロフィール＞
【正式名】 苗字は「東京」名は「ポータ郎さん」 通称『ポータ郎さん』
【誕生日】 ２００７年（平成１９年）１０月２５日 ※当社設立日
【出生地】 お台場
【好きなもの】 東京港周辺の夜景、ガントリークレーン
【好きな食べ物】 江戸前寿司。輸入量の大半を東京港が占めているエビ。
【趣 味】 臨海地区の公園散歩、ピクニック
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